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要 旨

新入生の大学への早期適応は、大学生活に適応できず不登校 となり退学する学生を減

らし、学生が4年 間を楽 しく有意義に過ごすために、大学 として取 り組 むべ き重要な課

題の一つである。本研究では、その解決に必要な基礎的なデータ収集の一環 として、初

年次生の大学生活への適応に関する実態調査をおこなう。具体的には、大手前大学の

2011年 度入学生 を対象に、1年 間に4回 のアンケー ト調査 を実施 し、大学への適応に関

する心理的変化の調査をおこなう。アンケー ト調査では先行研究をもとに、大学への適

応に関する指標 として ①ソーシャルスキル、② 自尊心、③大学生活(姿 勢)、 ④大学生

活(実 際)の4つ を使用する。

本稿では、4回 のアンケー ト調査のうち2011年 春学期に実施 した3回(入 学直後の研

修前後と春学期末)に ついて報告する。具体的には、初年次生全体についての集計結果

お よび男女別 ・学部別の集計結果について報告をおこなう。

キーワー ド 初 年次教育 、新 入生、適 応感、 自尊心、 ソーシ ャルス キル

1.は じめ に

新入生の大学への適応については、1960年 代のスチューデン トアパ シーなど、以前か

ら多 くの議論がなされてきた。また近年においては、大学全入時代 と言われる中で多様

化 した学生が入学し、さまざまな理由で大学に馴染めない学生が増えていることが報告

されている(山 田2006、 谷島2005)。

大学適応に困難が生 じる原因 としては、主 として学力面における適応困難 と、人間関
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係におけるコミュニケーション能力不足の2つ が挙げ られる。大学への不適応が続けば、

不登校に陥 りそのまま退学へ と発展する例も多い。そのような学生を減 らし、学生が4

年間を楽 しく有意義に過ごすために、入学後の早い時期に新入生を大学へ適応させ るこ

とが望 まれる。従来であれば本人の自助努力により大学への適応は行われて きたが、近

年では大学がその一助を担 う必要が出てきた。

大手前大学(以 下、本学)で は、学生が入学後の早い時期に大学に適応するための試

み として、毎年試行錯誤を重ねなが らさまざまな取 り組みを展開 してきた。2007年 度か

らは初年次教育の一環 として、入学前オリエ ンテーション ・入学前学習 ・新入生オリエ

ンテーションをはじめとして、複数科 目が深 く連携 した初年次必修科 目や、それと連動

した学習支援センターによる学生支援 ・学習支援など、さまざまな教育活動や支援 を開

発 ・実施 ・運営 してきた(本 田2009、 近藤2009、 奥田2010)。

しかし、実際には大学へ適応で きないまま不登校 になり退学するケースもある。学生

の大学への適応に関するより適切で効果的な対策 をおこなうためには、まずは学生の実

態を把握するための基礎的データを収集する必要がある。

また、初年次必修科 目は授業への能動的な参加が重視され継続的な課題提出などが必

要 となるうえに、グループワークへの積極性なども求め られるため、その成績は大学生

活への適応 に関する一面を反映しているといえるが、少なくとも2011年 度初年次必修科

目の春学期の成績 をみると、性別や学部によって成績の分布に顕著な傾向が表れている。

このことから、性別や所属学部による傾向をつかむことも適切 な支援 をおこなううえで

重要 と考えられる。

これらを踏まえ、本研究では学生の大学への適応 に関する実態調査 をおこなう。先述

の とお り、学校適応 に関する原因には学力面 と心理面の両面があるが、本研究では特に

学生の心理面に注 目し、2011年 度入学生を対象 として年間4回 のアンケー ト調査を実施

する。アンケー ト調査では、学校適応感に関す る指標 として、先行研究(新 垣2010)

にもとづき、①ソーシャルスキル、② 自尊心、③大学生活(姿 勢)、 ④大学生活(実 際)

の4つ の指標を使用する。

本稿では、4回 のアンケー ト調査のうち2011年 春学期に実施 した3回(入 学直後の研

修前後 と春学期末)に ついて報告する。具体的には、初年次生全体についての集計結果

および男女別 ・学部別の集計結果について報告をおこなう。

2.背 景

本研究では、本学の初年次生を対象 として、入学直後から春学期末 までの大学生活へ

の適応に関する調査 をおこなう。本章ではその調査の前提 として、本学の学生がどのよ
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うな体制の もとで学生生活 を送っているかを概観するため、本学への入学者受け入れの

方針 と教育課程編成 ・実施の方針 について、入学直後の研修である 「キックオフミー

ティング」のプログラム概要について、および学生の心理 ・学習面の大学適応をサポー

トするための学習 ・学生支援体制について述べる。

2.1本 学の入学者受け入れの方針と教育課程編成 ・実施の方針

ア ドミッションポリシーにて宣言 されている本学の入学者受け入れの方針は下記の と

お りである。

大手前大学は、大学の 「建学の精神」「使命」等に共感 し、親 しく共に学ぶ意欲を

もつ学生を心から歓迎 します。本学 は3学 部 を設置 してお り、学部 ごとに入学者選抜

を行っていますが、学生が入学後に自分の興味を確認 したうえで、学部の枠を超えて

自由に履修で きるように 「ユニ ット自由選択制」 を導入 しています。 これは、「自分

で創 る専門性」 とい う本学の新たな教育方針 に基づいた、学生主体のシステムです。

本学では、 このような学習システムを理解 し、次のいずれかに当てはまる学生であれ

ば、心か ら歓迎 します。

1.す でに学びたい分野がはっきりしており、本学でその分野に絞って深 く学習 し

たい学生

2.入 学後に自分の興味を確認 したうえで、ひとつの分野を選んで深 く学習したい

学生

3.特 定の分野に限らず複数の学問領域を 「主専攻+副 専攻」 として学んでみたい

学生

すなわち、明確 な目的を持って入学する学生 もいれば、 自分が何を学びたいかをまだ

決定せずに入学する学生 もいるなど、本学は多様な学生を受け入れているといえる。

入学後は、本学のカリキュラムポリシーによって、学生が 「自分で作 る専門性」を習

得するための特色あるカリキュラムが編成されている。 とくに初年次 においては、その

大学での学びの基礎力を養成する必修科 目として 「キャリアデザイン」「英語」「情報活

用」 を設けるなど、いわゆる初年次教育の充実 を図っている。また初年次には、幅広い

教養 を身につけるためのベーシック選択科 目、 さらに専門的な学習への入 り口としての

「お試 し科 目」 として専門教育科 目を設け、3学 部 ともにすべての科 目を自由に選択で

きるようにしている。すなわち、入学後に自己の興味を確認 した うえで、時間のゆとり

を もって専 門分野 を決 め、 学部 の枠 を超 えて 自由な履修 を可 能 にす る"Late-

Specialization"の 方針 にもとついたカリキュラム編成がなされている。 このように、 目
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的意識 において も多様な学生を受 け入れた本学では、「3学 部 クロスオーバー」のコン

セプ トのもと、学生が自由にカリキュラムを設計できるようになっている。

2.2入 学直後の導入教育

本学では、2007年 に学部改組 を実施 してか ら、全学部共通の初年次教育と入学直後の

導入教育プログラムを開発 ・実施 してきた。入学直後の導入教育では履修登録や学生生

活における指導に加えて、2日 間の研修 「キックオフミーティング(以 下、KOM)」 を

実施 している。以下にそのプログラムの具体的な内容を紹介する。

毎年度試行錯誤 を重ねてきたKOMは2011年 度に5年 目を迎えた。2011年 度 は、2010

年度に実施 した 「自己の探求」 プログラムを改編 し、「自己理解を深めて 自信 を持 とう」

というテーマで、本学全学部の新入生785名 を対象 に2日 間のプログラムを展開した。

プログラムの目的は、「自己理解を深め、グループワーク体験 を通 して他者の自己理解

に貢献 し、自信を持つこと」 とした。 さらに、はじめて出会 う人たちとあらゆるグルー

プワークを実行することを通 してコミュニケーションスキルの向上や、早期の大学生活

へ適応することもねらい となった。

KOMの2日 間プログラムの要素は以下のとお りである。

《1日 目》

(1)オ リエンテーション

(2)自 己行動分析

(3)グ ループ作 り ・相互自己紹介

(4)グ ループデ ィスカッション ・合意形成

(5)異 なる価値観の共有と相互理解

《2日 目》

(6)個 人によるアイデアの創出とグループによるアイデアの発案

(7)グ ループ協働による問題解決

(8)他 者理解 とア ドバ イスカー ド交換

(9)ま とめと目標設定

本プログラムでは、講師はファシリテーターとしての役 目を果たし、一方的な指導で

はなく学生が主体的に行動す ることを促す役 目を果た した。そのため、学生が主体的に

行動を始めるまで学生を見守 り、学生同士が互いにコミュニケーションを取 り合 う過程

を尊重 した。すなわち、プログラムの過程で自分 自身を知 り、他者の自己理解 を助け、

さらに他者の助けで自己理解 を深めてい く過程の中で、学生同士が互いに成長を促すこ

とを目指 した。

クラス編成 は、全学生785名 を22ク ラスに分け、1ク ラスは約30～40名 とした。 ファ
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シリテーターは、本学の初年次教育の中心 となる必修科 目 「キャリアデザイン」 を担当

する専任教員が担当 した。 また本学の2～4年 次生のスチューデン ト・アシスタン ト

(SA)が1ク ラスにつ き2～3名 配属されアシスタントを担当した。

担当教員は、このプログラムにおけるファシリテーションを習得す るための3日 間の

研修へ事前に参加 した。 またSAも1日 間の研修 に参加 してファシリテーションの方法

を学んだ。

このように2011年 度のKOMは 、 自己理解 を深めて他者の自己理解 に貢献するとい う

テーマで行われたが、2日 間を通 してさまざまなグループワークをす る中で、学生の大

学生活への適応 を促進するという観点も見逃す ことはできない。

2.3学 生 ・学習支援体制

本学では、多様 な学生に対応するため、学生支援と学習支援の両面からサポー トを実

施 している。

学生支援では、学生課のスタッフと共にスクールカウンセラー と学生相談室のカウン

セラーが、大学に適応 しにくい学生の対応にあたっている。スクールカウンセラーは、

必修科 目の出席状況を確認して、不登校気味の学生の早期発見に取 り組み、学生の担任

であるア ドバイザー との連携 を密に取 りなが ら、問題を抱える学生に連絡を取 り、相談

に乗ることができる体制を整えている。

学習支援では、授業外支援としてチューター制度を導入 している。図書館だけでなく

必修科 目のある月、水、金には自習室を開放 し、本学の非常勤講師と本学お よび他大学

の大学院生が担当するチューターによって、課題や自己学習をおこなう学生のフォロー

を行っている。初年次生が通学するいたみ稲野キャンパスの自習室は、1日 あた り約50

～100名 の学生が利用 している。多様な学生を迎えた昨今では、学力そのものの差 はも

ちろん学習意欲の差 も大 きく、チューターによる指導は重要な役割を果た している。ま

た、 自習室は学生にとっての大切な居場所 となっているケースも多い。

2.4大 学への適応に関する学生の実態

本学の初年次生は、入学 したのち以上の ような体制の もとで大学生活 を送っている。

学生の大学への適応に関して何 らかの適切な対策を行ってい くにあたっては、 まずこれ

を前提 とした学生の実態を把握するための基礎的データを収集することが必要である。

本研究ではその一環 として、適当な指標のもとで学生の大学生活への適応に関するア

ンケー ト調査をおこなうこととした。調査の時期としては、大学への適応を大 きなね ら

いとしたKOMの 効果測定の観点からKOMの 前後1回 ずつ、 さらに学生の適応感が本学

の教育体制のもとで どのように変化するかを測定するために春学期末と秋学期末に1回
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ずつ、計4回 の調査 をおこなうこととした。次章から本調査の概要および結果について

述べる。

3.調 査の概要

本章では、調査に用いた指標、調査時期および方法について述べる。

3.1指 標

本研究では、大学生活への適応 に関して 「ソーシャルスキル」 「自尊心」「大学生活

(姿勢 と実際)」 の3つ の観点に注 目し、先行研究(新 垣2010)に 基づいて以下の4種

類の指標 を採用 した。これらの指標に基づいたアンケー トの質問項 目については添付資

料を参照 されたい。

《ソー シャル スキル》

Goldsteinに よ る若者 のため の50の ス キルチ ェ ックリス ト(Goldstein1980)に も とづ

き菊池 が作成 した ソー シャル スキル尺度 「Kiss-18(青 年 版)(菊 池2000)」 を、本研 究

にお ける 「ソーシ ャルス キル」 の指標 とした。18の 質問 をそれぞれ5段 階評価(最 もネ

ガテ ィブ な選択肢 を1点 、最 もポ ジテ ィブ な選択肢 を5点)で 回答 した合計点 が 「ソー

シャルスキ ル」 の得 点 とな り、18点 ～90点 に分布 す るこ とにな る。本指標 の平均値 は高

校生 男 子 が54.0、 女 子 が53.5、 大 学 生 男子 が56.4、 女 子 が58.4と い わ れて い る(新 垣

2010)o

《自尊心》

Rosenbergの 全般的セルフエスティーム尺度の星野の邦訳(星 野1970)に 基づいて菅

が リッカー ト法による採点を用いた もの(菅1984)を 、本研究における 「自尊心」の

指標 とした。10の 質問をそれぞれ4段 階評価(最 もネガティブな選択肢 を1点 、最もポ

ジティブな選択肢 を4点)で 回答 した合計点が 「自尊心」の得点 となり、10点 ～40点 に

分布することになる。本指標の大学生男子の平均値は26.2点 ～28.6点 、女子は24.1点 ～

27.2点 といわれている(新 垣2010)。

《大学生活(姿 勢)》

先行研究(石 田2009、 中武2005)を もとに新垣が作成 した 「学校 に適応 したい意識」

に関する尺度(新 垣2010)を 、本研究における 「大学生活(姿 勢)」 の指標 とした。こ

れは 「どのように大学生活を送 りたいか」という意識についての指標である。8の 質問
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をそれぞれ5段 階評価(最 もネガティブな選択肢 を1点 、最もポジティブな選択肢を5

点)で 回答 した合計点が 「大学生活(姿 勢)」 の得点 となり、8点 ～40点 に分布するこ

とになる。

《大学生活(実 際)》

「大学生活(姿 勢)」 と対になる8の 質問か ら構成 され、「実際にどのように学校へ適

応 していると自己評価 しているか」 を測定するための尺度である。8の 質問をそれぞれ

5段 階評価(最 もネガティブな選択肢 を1点 、最もポジティブな選択肢 を5点)で 回答

した合計点を 「大学生活(実 際)」 の得点 とな り、8点 ～40点 に分布することになる。

3.2時 期 と方法

2章 で述べたとお り、2日 間のKOMの 体験が大学生活への適応感に どのような影響

を与えるのか、またその後大学生活 を経てそれがどのように変化するのかを調査するた

め、KOMの 前後、お よび春学期末(7月 下旬)に 同一のアンケー ト調査をおこなった。

以下、本稿ではそれぞれの調査 を 「KOM前 」「KOM後 」「春学期末」 と呼ぶこととする。

ちなみに今後、秋学期末(2月 上旬)す なわち1年 次の終了時にも同一のアンケー トを

実施する予定である。

「KOM前 」では、KOMの2日 間のプログラムの開始直前に質問紙を配布 し回答させ

た。「KOM後 」では、2日 間のプログラム終了直後 に同様の質問紙を配布 し回答 させた。

「春学期末」はWeb上 でア ンケー トを実施 した。初年次の必修科 目である 「情報活用」

の授業時間内に実施 し、欠席者には本学必修科 目で使用 しているLMS上 で当アンケー

トについて告知 し回答を促 した。

いずれ も回答は無記名 としたが、上記3種 類のアンケー トの回答を人物ごとに紐付け

るため、学籍番号を回答 させた。ちなみに今回の集計では人物ごとの変化は分析 してお

らず、これは今後の課題である。

2011年 度の1年 生は3学 部合わせて785名 であるが、KOMに 遅刻 ・早退 ・欠席 した学

生には回答の機会がなかったことや、春学期末の時点で大学へほぼ出席 しなくなってい

る学生などがいるため、上記3回 のアンケー トの回答数はそれぞれ異なっている。

4.結 果

4.1回 答の集計

2011年 度の1年 生は785名 である。各調査における有効回答数は表1の とお りである。

指標によって有効 回答数が異なるのは、それぞれの質問ですべてを適切 に回答 したもの
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のみ採用 しているためである。すなわち、いい加減に回答 していると思われるもの、た

とえばすべての質問に同じ回答をしている、などのデータは除外 している。

これらのデータを男女別、学部別に分け単純集計をおこなった。各調査における男女

別、学部別、および全体の有効 回答数 と指標の平均値 は表2の とお りである。 また、

「KOM前 」「KOM後 」「春学期末」 についての各指標の平均値の変化については図1～

図12に 示す。

ちなみに、「KOM前 」「KOM後 」は質問紙による調査であったため、学部 ・性別が正 し

く回答 されていないデータがみられたことを断ってお く。春学期末のWebア ンケー トで

は、システムの仕様上性別 ・学部ともにすべてのデータにおいて正規に回答されている。

表1各 調査における有効回答数

調査
ソーシ ャル

自尊 心
スキル

大学生活 大学生活

(姿勢)(実 際)

有効回答数719KOM前

NA24

713 716 691

30 27 52

有効回答数686KOM後

NA30

696 672

20 44

有効回答数673春学期末

NA9

673 673 673

9 9 9

表2各 調査における有効回答数と指標の平均値(男 女別 ・学部別 ・全体)

指標 調査 男性 女性 文化
総合 メディ 現代

全体
ア ・芸術 社会

n369
KOM前

335 173 171 216 719

mean51.652.951.852.352.652.3

ソー シヤ

ル スキル

n297290
KOM後

mean58.658.6

春学期n329344

末mean53.655.8

142137178686

57.858.459.658.6

221206246673

54.655.154.554.8

n373
KOM前

325 169 170 217 713

mean22.121.421.621.921.921.8

n304自尊 心
KOM後

291 140 139 187 696

mean23.722.923.423.223.323.3

春学期n329

末

344 221 206 246 673

mean23つ21.822.122.622.422.4

n360KOM前 341 171 174 216 716

mean30.632.932.032.231.431.7

大学生活

(姿勢)

n289284
KOM後

mean31.833.0

春学期n329344

末mean30.132.5

138135172672

32.232.532.532.3

221206246673

31.631.630.931.4

n351 325 160 169 210 691
KOM前

mean25.528.427.127.426.526.9

大学生活

(実際)

n
KOM後

mean

春学期n329

末

344 221 206 246 673

mean25.528.026.927.426.226.8
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4.2KOM前

《全体 の結果 》

「ソーシ ャルスキ ル」 は52.3、 「自尊 心」 は21.8、 「大学生 活(姿 勢)」 は31.7、 「大学

生活(実 際)」 は26.9で あ った。 「ソー シ ャルス キル」 につ いては、3.1節 で 述べ た とお

り平均値 が高校生 男子54.0、 高 校 生女子53.5、 大 学生男子56.4、 大 学 生女子58.4と い われ

て いるので、一番低 い高校生女 子 よ りも低 い数値 となっている。

「自尊 心」 について は、平均 値 は大 学生男子 で26.2～28.6、 大 学 生女子 で24.1～27.2と

い われてい るので、平均 的な大 学生男子 や女子 よりも低 い数値 となってい る。

「大学 生活(姿 勢)」 につ いて は、2010年 度 の同調査(新 垣2010)と ほ ぼ 同 じ結果 と

なってい る。

《性別 ごとの結果》

「自尊 心」 は男性 の ほ うが高 く、 「ソーシ ャルス キル」 「大 学生活(姿 勢)」 「大 学生活

(実 際)」 は女性 のほ うが高 い。

男性 の 「ソー シ ャル スキル」 は51.6で あ るが 、 これは高校生 男子 の平均(54.0)や 大

学生男子 の平均(56.4)と 比 べ る と低 い とい える。 「自尊心 」 は22.1で あ るが、 これ も大
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学 生 男 子の平均(26.2～28.6)と 比 べ る と低 い といえる。

女 性の 「ソーシ ャルスキ ル」 は52.9で あ るが、 これは高校 生女子 の平均(53.5)や 大

学生 女子の平均(58.4)と 比 べ る と低 い とい える。「自尊 心」 は21.4で あ るが、 同様 に大

学生 女子の平均(24.1～27.2)と 比 べ る と低 い といえる。

《学部別 の結果》

「ソー シャルスキ ル」 は総合 文化学 部が51.8、 メ デ ィア ・芸術学 部が52.3、 現 代 社会

学 部が52.6で あ った。 いずれ の学部 におい て も高校生 女子 の平均(53.5)よ り も低 い結

果 とな って いる。

「自尊心 」 は総合 文化学 部が21.6、 メ デ ィア ・芸術 学部 が21.9、 現 代 社会 学部 が21.9

で あ った。この指 標 も大学 生男子 の平均(26.2～28.6)や 大 学生女子 の平均(24.1～27.2)

と比 べ ると低 い結果 となってい る。学 部 間の大 きな違 いはない といえる。

「大学生活(姿 勢)」 は総合 文化学部が32.0、 メ ディア ・芸術学 部が32.2、 現 代社 会学

部 が31.4で あ った。 この指標 も学部 間にお ける大 きな違い はない。

「大学生活(実 際)」 は総合 文化学部が27.1、 メ デ ィア ・芸術学 部が27.4、 現 代 社会学

部 が26.5で あ った。 この指標 も他の指標 と同様 に学 部間 にお け る大 きな違 い はない。

4.3KOM後

「KOM後 」では 「大学生活(実 際)」 についての質問群を用意 していないので、この

指標の結果はない。

《全体の結 果》

「ソー シ ャルス キル」 は58.6、 「自尊心」 は23.3、 「大学 生活(姿 勢)」 は32.3で あ った。

図1～4か らもわか る ように、 どの指標 にお いて も 「KOM前 」 の結 果 よ りも高 くなっ

ている。

「ソーシ ャルスキ ル」 は大学 生男子 の平均(56.4)や 大 学 生女子 の平均(58.4)よ り

も高 くなって いる。 また、 「自尊心 」 は大学 生男子 の平均(26.2～28.6)、 大 学生 女子 の

平均(24.1～27.2)よ り も低 いが、 この値 に近づ いて いる。 これ らの上昇 はKOMの 影 響

が大 きい と考 え られ る。 どの よ うな点が影響 を与 えて いるか をこれ らのデ ー タか ら指摘

す る ことは難 しいが、少 な くと もこうした取 り組み に一一定の効果が あ るとい うことはい

うこ とがで きる。

《性別ごとの結果》

男性 と女性 を比べると 「ソーシャルスキル」はほとんど同等だが、「自尊心」は男性
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が 高 く、 「大 学生活(姿 勢)」 は女性が 高 くなってい る。

男性 は 「ソー シャルスキ ル」 が58.6、 「自尊 心」が23.7、 「大 学生活(姿 勢)」 が31.8で

あ った。 「KOM前 」 と比べ る と、 「ソー シャルス キル」 は51.6か ら58.6と7.0ポ イ ン ト上

昇 して いる。 「自尊心」 は22.1か ら23.7と1.6ポ イ ン ト、 「大学 生活(姿 勢)」 は30.6か ら

31.8と1.2ポ イ ン ト上昇 している。

女性 は 「ソー シャルスキ ル」 が58.6、 「自尊 心」が22.9、 「大 学生活(姿 勢)」 が33.0で

あ った。 「KOM前 」 に比べ て、 「ソーシ ャル スキル」 は52.9か ら58.6と5.7ポ イ ン ト、 「自

尊心」 は21.4か ら22.9と1.5ポ イ ン ト、 「大学 生活(姿 勢)」 は32.9か ら33.0と0.1ポ イ ン ト

上昇 してい る。

変化 の よ うす は図5～8の とお りであ る。 「ソーシ ャルスキ ル」 につ いて は、「KOM

前 」 では女性 のほ うが高 か ったが 、「KOM後 」 にこれが 同等 まで伸 びた ことは男性 の伸

び率が女性 よ りも大 きか った ことを示 してお り、特徴 的 な点 であ る。

《学部別の結果》

「ソーシャルスキル」は総合文化学部が57.8、 メディア ・芸術学部が58.4、 現代社会

学部が59.6で あった。3学 部の中では現代社会学部が一番高い結果となっている。図9

～11か らわかるようにいずれの学部 も 「KOM前 」か ら上昇 しているが、現代社会学部

は52.6か ら59.6と7.0ポイン ト上昇 してお り他の2学 部に比べ伸び率が一番大 きい。

「自尊心」は総合文化学部が23.4、 メディア ・芸術学部が23.2、 現代社会学部が23.3

であった。学部における違いはほとんどない といえる。

「大学生活(姿 勢)」 は総合文化学部が32.2、 メディア ・芸術学部が32.5、現代社会学

部が32.5で あった。現代社会学部は31.4か ら32.5と1.1ポ イント上昇 してお り、他の2学

部に比べ とくに伸び率が大 きい。

どの指標 についてもいずれの学部 も上昇 しているが、「ソーシャルスキル」「大学生活

(姿勢)」 における現代社会学部の伸びが他の2学 部より大 きい点が特徴的である。

4.4春 学 期 末

《全体 の結果 》

「ソー シ ャルスキ ル」 は54.8、 「自尊 心」 は22.4、 「大学 生活(姿 勢)」 は31.4、 「大学

生活(実 際)」 は26.8で あ った。図1～4か らわか る ように、 いずれ の指標 にお いて も

「KOM後 」 の結 果 よ りも低 くな ってい る。 ただ し、 「ソー シ ャルスキ ル」 と 「自尊 心」

は 「KOM前 」 よ りは高 い。 「大学 生活(姿 勢)」 と 「大 学生 活(実 際)」 は 「KOM前 」

よ りも低 くなってい る。
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《性 別 ごとの結果》

男性 の 「ソー シャルス キル」 は53.6、 「自尊心」 は23.0、 「大学 生活(姿 勢)」 は30.1、

「大学生 活(実 際)」 は25.5で あ った。 図5～8か らわか るように、「ソー シ ャルス キル」

と 「自尊心」 は 「KOM後 」 よ りも下が って いるが、 「KOM前 」 よ りも高い。 「KOM前 」

に比べ て、 「ソー シャル スキ ル」 は51.6か ら53.6と2.0ポ イ ン ト、 「自尊 心」 は22.1か ら

23.0と0.9ポ イ ン ト上昇 してい る。 「大学 生活(姿 勢)」 は30.6か ら30.1と 「KOM前 」 よ り

も0.5ポ イ ン ト低 くなってい る。 「大学生活(実 際)」 はほ とん ど変化 が なか った。

女 性 の 「ソー シャルス キル」 は55.8、 「自尊心」 は21.8、 「大学 生活(姿 勢)」 は32.5、

「大 学生 活(実 際)」 は28.0で あ っ た。 「ソー シャル ス キル」 と 「自尊心 」、 「大 学 生活

(姿 勢)」 の変化 のパ ター ンは男性 と同様 であ る。 「大学 生活(実 際)」 は男性 と異 な り

「KOM前 」 よ りも低 くなってい る。 「KOM前 」 に比べ て 、「ソー シ ャルス キル」 は52.9

か ら55.8と2.9ポ イ ン ト、 「自尊心」 は21.4か ら21.8と0.4ポ イ ン ト上昇 して い る。 反対 に

「大学 生活(姿 勢)」 は32.9か ら32.5と0.4ポ イ ン ト、「大学生 活(実 際)」 は28.4か ら28.0

と0.4ポ イ ン ト低 くなってい る。

男性 と女性 を比 べ る と 「自尊心」 は男性が 高 く、そ れ以外 の他 の3つ の指標 はすべ て

女性 の ほ うが 高 くなっ てい るの は 「KOM前 」 「KOM後 」 と同様 であ る。 「KOM前 」 か

ら 「春学 期末」 に対 す る変 化 につい ては、 「ソー シ ャルス キル」 は男性 が2.0ポ イ ン ト、

女性 が2.9ポ イ ン ト上昇 してお り、女性の ほ うが伸 びてい る。 「自尊心」 は男性1.9ポ イ ン

ト、女性0.4ポ イ ン トで男 性 のほ うが伸 びて いる。一 方で、 「大 学生 活(姿 勢)」 は男性

0.5ポ イ ン ト、女性0.4ポ イ ン トと0.1ポ イ ン ト男性 の下 降が大 きい。平均値 の結果 にお い

て も上昇 あ るいは下 降の幅 におい て も 「ソー シャルス キル」 「大学生 活(姿 勢)」 「大学

生活(実 際)」 は女性 の ほうの結 果が良 く、「自尊心」 のみ男性 の ほ うの結果が 良か った。

《学部別 の結果》

「ソー シャルスキ ル」 は総合 文化学 部が54.6、 メ デ ィア ・芸術学 部が55.1、 現 代 社会

学 部が54.5で あ った。 総合文化 学部 と現 代社会 学部 は同等で メデ ィア ・芸術 学部 はそれ

よ り約0.5ポ イ ン ト高い。 「自尊心 」 は総 合文化 学部 が22.1、 メ デ ィア ・芸術 学部 が22.6、

現 代社 会学部 が22.4で あ った。 メデ ィア ・芸術学 部 に比べ総 合文化学 部は約0.5ポ イ ン ト

低 い。 「大学生 活(姿 勢)」 は総 合文化 学部が31.6、 メ デ ィア ・芸術 学部が31.6、 現 代社

会学 部が30.9で あ った。総合 文化 学部 とメデ ィア ・芸術 学部 は同等で現代社 会学 部 はそ

れ よ り0.5ポ イ ン ト低 い。「大 学生活(実 際)」 は総合文化 学部が26.9、 メデ ィア ・芸術学

部 が27.4、 現 代社 会学部 が26.2で あ った。 メデ ィア ・芸術学 部が一番 高 く、総合 文化学

部 、現代社 会学 部の順 となって いる。 いず れ の指 標 におい て も 「KOM後 」 の結 果 と比

べ る と低 くなってい る。
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図9～12か らわかるように、「KOM前 」の結果 と比べると、いずれの学部 も 「ソー

シャルスキル」 と 「自尊心」は高 く、「学校生活(姿 勢)」 と 「学校生活(実 際)」 は低

くなっている。「ソーシャルスキル」 は現代社会学部の変化の仕方が他の2学 部 よりも

大 きく、「KOM前 」 と 「KOM後 」では一番高かったが 「春学期末」には一番低 くなっ

ている。「自尊心」では総合文化学部の変化が一番大 きく、「KOM後 」の結果は一番高

いが、「春学期末」では一番低 くなっている。「大学生活(姿 勢)」 をみると現代社会学

部が一番大 きく変化 している。「KOM前 」は一番低かったのが 「KOM後 」には総合文

化学部よりも高 くな り、メデ ィア ・芸術学部 と同じとなった。 しかし、「春学期末」に

は一番低 くなっている。「大学生活(実 際)」 は総合文化学部と現代社会学部は下降して

いるが、 メディア ・芸術学部はほぼ変化がない。

ひとつひとつの調査の結果 においては学部間に大 きな違いはみ られないが、変化のパ

ターンに注 目すると若干の差がみられる。「ソーシャルスキル」 と 「大学生活(姿 勢)」

では現代社会学部が比較的大 きく変化 してお り、「自尊心」では総合文化学部が比較的

大 きく変化 している。「大学生活(実 際)」 では総合文化学部と現代社会学部は下降して

いるが、 メディア ・芸術学部はほとんど変化 していない。

4.5ま とめ

大学入学時の 「ソーシャルスキル」や 「自尊心」 をみると、一般的な高校生 よりも低

い といえる。 しかし、KOMの 後 にはこれ らの数値は一般 的な大学生 と変わらない値 と

なっていた。つま り、このような取 り組みは学生の 「ソーシャルスキル」や 「自尊心」

にプラスの影響を与えることができるということがいえる。

ただし、「春学期末」 にはいずれの指標 も 「KOM後 」より下がっている。とくに 「大

学生活(姿 勢)」 と 「大学生活(実 際)」 は 「KOM前 」 よりも低 くなっている。

性別では 「ソーシャルスキル」において、「KOM後 」に男性が女性 と同等まで上昇し

たのを除けば、「自尊心」は男性が、それ以外は女性のほうが どの時点においても高い

点が特徴的である。

学部別ではそれぞれの調査の時点をみるとどの学部 も大きな差はないが、「KOM前 」

か ら 「春学期末」 までの変化のパターンをみるとそれぞれの指標において学部の差がみ

られる。「ソーシャルスキル」 と 「大学生活(姿 勢)」 では現代社会学部が、「自尊心」

では総合文化学部が他の学部に比べ上昇 ・下降の変動が比較的大 きく、「大学生活(実

際)」 では総合文化学部 ・現代社会学部が下降 しているのに対 しメディア ・芸術学部は

ほとんど変化 していない。

これらの結果はアンケー ト結果の単純集計であ り、学生が感 じる大学への適応感に関

する実態 についての基礎的なデータである。これらを実際の成績や授業内外における学
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習状況、大学生活への積極性 などと関連付けて解釈していくことが今後の課題である。

5.お わ りに

本稿では、本学の学生の大学生活に対する適応 に関 して、①ソーシャルスキル、② 自

尊心、③大学生活(姿 勢)、 ④大学生活(実 際)の4つ の指標 にもとづき、KOM前 後 と

春学期末の3回 アンケー ト調査をおこなった結果について集計 し報告 した。

今後、秋学期末のアンケー ト結果 を加 え年間を通 した結果を報告す る予定である。さ

らには、個人別の変化や、有意な変化が生 じているかの統計的検定、学生の学習状況や

成績による群に分類 したときの分析、リテンション率 との関係についての分析などをお

こない、学生の大学への適応に関しての適切な対策へ とつなげていきたい。
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添付 資料)大 学生活への適応 に関するアンケー ト項目

以下に実際のアンケー ト項 目を記載する。KOMの 前 後 には質問紙で、春学期末にはWebベ ー

スでそれぞれアンケー トを実施 したため、設問文等の表現は多少異なるが、意味合いとしては

全 く同一である。

【「ソーシャルスキル」に関する設問】

まず初めに、あなたの コミュニケーションの様子 についてお伺いします。(1)～(18)の それぞ

れについて、あなたの 自己評価 に最 も近い と思 うもの を選択 して下 さい。(選 択肢 は 「いつ も

そうでない」「たいていそうでない」「どちらともいえない」「たいていそうだ」「いつ もそうだ」

の5つ)

(1)他 人 と話 していて、あまり会話が途切れないほうですか。

(2)他 人 にやってもらいたいことを、 うまく指示することができますか。

(3)他 人 を助 けることを、上手にやれますか。

(4)相 手が怒っているときに、うまくなだめることがで きますか。

(5)知 らない人 とで も、す ぐに会話が始め られ ますか。

(6)ま わ りの人たちとの問で トラブルが起 きても、それ を上手に処理で きますか。

(7)こ わ さや恐ろ しさを感 じた ときに、それをうまく処理で きますか。

(8)気 まずいことがあった相手 と、上手に和解できますか。

(9)生 活や学習 をするときに、何をどうやったらよいか決め られ ますか。

(10)他 人が話 しているところに、気楽に参加 できますか。

(11)相 手か ら非難されたときに も、それをうまく片付 けることができますか。

(12)生 活や学習の上で、 どこに問題があるかす ぐにみつけることができますか。

(13)自 分 の感1青や気持ちを、素直に表現で きますか。

(14)あ ち こちか ら矛盾 した話が伝わって きても、うまく処理できますか。

(15)初 対 面の人に、 自己紹介が上手にで きますか。

(16)何 か失敗 したときに、す ぐに謝ることができますか。

(17)ま わ りの人たちが自分とは違った考えをもっていても、 うまくやっていけますか。

(18)生 活や学習の 目標 を立てるのに、あま り困難を感 じないほうですか。

【「自尊心」に関する設問】

次に、あなたが 自分 自身について どう感 じているかお伺い します。(1)～(10)の そ れぞれにつ

いて、あなたの今の気持 ちに最 も近い と思 うものを選択 して下さい。(選 択肢 は 「ちがう」「や

やちが う」「ややそう」「そう」の4つ)

(1)私 はすべての点で自分に満足 している。

(2)私 は ときどき自分が まるでだめだと思 う。

(3)私 は 自分にはい くつか見 どころがあると思っている。

(4)私 は たいていの人がやれる程度には物事がで きる。

(5)私 は あまり得意に思 うことがない。

(6)私 は時々、た しかに自分が役立たずだと感 じる。

(7)私 は少な くとも、自分が他 人と同じレベルに立つだけの価値のある人間だと思 う。

(8)も う少 し自分 を尊敬できたならばと思 う。

(9)い つで も自分 を失敗者だと思いがちだ。

(10)私 は 自分に対 して前向きの態度をとっている。
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【「大学生活(姿 勢)」 に関する設問】

次に、学校生活 についてどう感 じているかお伺い します。(1)～(8)の そ れぞれについて、あ

なたの今の気持 ちに最 も近い と思 うものを選択 して下さい。(選 択肢 は 「そ う思わない」「どち

らか といえばそう思わない」「どちらともいえない」 「どちらか といえばそ う思 う」「そ う思 う」

の5つ)

(1)授 業/研 修が始 まる時間には席につ きたい

(2)私 語 をせず に授業/研 修 を受けたい

(3)授 業 の予習 をしたい

(4)将 来 のことを考 えて授業 を選択 したい

(5)学 校 で、友人 と食事 を食べたい

(6)自 分 自身のことを学校の友達 に話 したい

(7)進 路 について学校の友達 と相談 したい

(8)ど の ような職業が 自分に合っているのか調べたい

【「大学生活(実 際)」 に関する設問】

最後に、実際の学校生活の様子 についてお伺 いします。(1)～(8)の それぞれについて、あな

たの普段 の様子 に最も近いと思 うものを選択 して下 さい。(選 択肢は 「いつ もそうでない」「た

いていそうでない」「どちらともいえない」「たいていそ うだ」「いつ もそ うだ」の5つ)

(1)授 業/研 修が始 まる時間には席についている

(2)私 語 をせず に授業/研 修 を受けている

(3)授 業 の予習 をしている

(4)将 来 のことを考 えて授業 を選択 している

(5)学 校 で、友人 と食事 を食べている

(6)自 分 自身のことを学校の友達 に話 している

(7)進 路 について学校の友達 と相談 している

(8)ど の ような職業が 自分に合っているのか調べている
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